明滅燈[footnoteRef:1] [1:  『京城日報』1940年7月6日　明滅燈はコラムのタイトル] 

映畵と寫實性

[bookmark: _GoBack]僕 (ぼく)はあまり映畵を見ない。精 (せい)々年に二三回どころだ。日本映畵は無暗 (やみ)に泣 (な)かせようとするところが氣に食 (く)はないし、西洋映畵は□的 (てき)[footnoteRef:2]なところが多 (おほ)くて嫌だ。たまに靜かなユーモアを覘つたものもないではないが、どうも映畵はまだ魂に訴 (うつた)へる程 (てい)度には達しないらしい。悲 (かな)しみであれ、可笑しみであれ、今日の映畵はあまりにごてごてに粉 (ふん)飾 (しよく)してをり、作りすぎてゐるやうである。映畵こそリアリズムに還る必要があるのではないだらうか。〔小説家香山光郎〕 [2:  獣的（じうてき）か。] 

